
留��告書
2023.8.15-
       2024.5.22

Prepared By : Presented To :
OLIVIA WILSON ALFREDO TORRES

UNIVERSITY OF NEBRASKA AT OMAHA



                 <�業について>
                 ��り�ってみても、留�して�めての秋�期の授業は�当に�くて  

                 ⼤�だった。アメリカ�国前に決めていた履�をほとんど�更した。

                 授業が�まってから��の1�間は、�⾃�の�⼒さに落胆し��に
                 こもりがちなことも�かった。�題1つを�えるにしても、かなり時
                 間がかかってしまうので時間には��を持って�り�んでいた。秋�

                 期は�に、LANGUAGE LABのチューターの先⽣にお��になって、�
                 1�ではやり�げるのが⼤�な�題を��⼀�に�り�んでもらって
                 いた。先⽣の�えがなかったら、このアメリカではじめてのセメスタ

                 ーを乗り�えられていなかったと思うので、�当に��している。

                 FINAL WEEKでは、セメスター中に�ってしまったインフルエンザと
コロナウイルスによる���の�題もこなしながらテスト��をしていたので、�に苦しかったが、�事乗

り�えることができてよかった。

��期は、秋�期がとても苦しかったのが��に�っていたので、同じように苦しい思いをするのではない

だろうかと��はとても不�だった。履�は何個か�更したものの、�果的に⾃�の�味のある授業を��

な�授の指�の下受けることができたなと思う。中でも、薬物乱⽤についての授業では、�授業前に�科書

を1チャプター�み�えたうえで50〜100問�度のクイズを�かなければならず、薬物や�療に�する専⾨⽤
�も�いため、�科書の内�を理�するだけでもものすごく時間がかかってしまって、ストレスを�じるこ

とも�かった。�授に相�したりして、�科書の���み上げ��を使いながらゆっくり時間をかけて�科

書の内�を理�するように�めた。留�した1つの⽬的として、映�に�する知識を�めるということを挙
げていたのだが、映�の授業は秋�期で�り�えてしまった。何か⾏動を�こしたいと思い、秋�期お��

になった�授に��をし、�に1度のミーティングで映�にまつわるいろんなことを�えてもらうことにな
った。�体を�して、��期では秋�期での�々な�びをもとに、より⾃�に�った��で�業へ�り�め

たと思う。

<オマハでの⽣活について>
寮は各々1���があって、シャワー・トイレは��の�り�うルームメイトと2�で共有、キッチン・リビ
ングは4�で共有するというスタイルだった。ルームメイトの1�は⽇��で、あと2�がアメリカ�だった
のだが、その2�は寮で⽣活を�める前から知り�いだったようでとても仲が良く、��まで2�と仲を�め
ることはできなかった。�まで�ってきた��や��の�いから、�⾒が衝�することがとても�かった。

�に�んだのは、�たち4�の��の温度を⼀�に�理してくれているエアコンの��温度。�たち⽇��2
�が�いと�じる温度は、アメリカ�のルームメイト2�にとってはほぼ下�状�で�も開けて�⾵�をか
けても暑いと�じるほどの温度だったようで、�員が�得する��温度にすることがとても�しかった。�

たちも個���にいるときはブランケットをたくさん⽻�った

り、エアコンの⾵が�てくる場�を塞ぐようにするなどして�

策をした。��は⽇��ならではの�慮が�てしまっていたの

か、何か不�や�いたいことがあっても、�わずにひっそりし

ていたのだが、何事においても�わなければ相⼿に�わらない

と気付き、�いたいことはきちんと�えることで、お�いに�

地よく⽣活することができたかなと思う。

また、寮で⽣活をしているうちに、シャワーの�が�にくくな

ってしまったり、�洗�の下に�が溜まってしまったり、電気

スイッチのカバーが�れてしまったりといろいろなことがあっ

た。しかし、�理の�に��をするとすぐに�け付けてくれて、

あっという間に�してくれたのでとてもありがたかった。

夏は⽇�しがとっても�く暑く、⼀�で�は⼤�が�り―30℃
まで下がることもあるオマハ。�にかなり冷え�む⽇は1��に�るだけで�の中が凍ってしまうのが�い
た。−20℃〜−30℃�く冷え�む⽇が�くと、寮から�ることも�ないほどだった。時には⼤きな��に
みまわれて、⼤�内のシェルターに��したこともあった。1年を�して�当にいろいろなことがあったけ
れど、その時の状況に�じてどうすることが��なのかを�えながら⾏動することができたのでよかった。



                  <�業��の活動について>
                 この9か⽉間を�して、留�⽣向けの友�を作るGLOBAL FRIENDSと、 
                 ⽇�の良さを発�するFRIENDS OF JAPANというサークルに�った。
                 GLOBAL FRIENDSでは、��金�⽇にある�のお�にみんなで�れ
                 て、�々な国や��のごはんを⼀�に�べて、ゲームをして、�を

                 �って、⽤�されたトピックについてディスカッションをするという

                 のが主な活動内�だった。��するたびに、�前�った�なじみの�

                 と�うだけではなく、�たな��いもあったりして�回とても�鮮な

                 気持ちだった。��このGLOBAL FRIENDSを�じて仲良くなれた友�
                 もいて、積�的に��しておいてよかったなと思った。��に�じ

                 て�々なイベントもあった。例えば、�がアメリカに��してすぐの

GLOBAL FRIENDSでは、UNOの�くの��でピクニックをして、ピクニックに��した�の中から何�かに
�品が当たる抽��が⾏われていた。ハロウィンの時期には、�しオマハから離れた牧場に⾏って、動物を

⾒たり、パンプキンカービングをしてどのグループが1�上⼿かを決めるコンテストが⾏われたり、キャン
プファイヤーをしたりした。サンクスギビングの⽇には、アメリカンファミリーと⼀�にディナーを�べる

��を�けてくれたり、クリスマスの⽇にはクリスマスパーティーが開かれたりして、��の活動に�えて

�々なイベントに�わせた活動もあったので、GLOBAL FRIENDSに��したおかげでかなり��した9か⽉
間を�ごすことができたと思う。

⼀�で、FRIENDS OF JAPANでは⽇�の良さを発�するということで、オマハのダウンタウンで⾏われてい
たCULTURAL FESTIVALに��し、来てくれたお�さんの�前を��で書いたブックマーカーをプレゼントし
たり、�り�の�り�を�えたりした。また、アメリカに来て、�⽣ではじめてソーラン�の踊り�を��

した。FRIENDS OF JAPANに�属していた他の⽇��⽣徒は、⼩�⽣のうちに�ったという�がほとんど
で、踊り�を知らなかったのは�くらいだったのでとても�いた。�めのうちは筋⾁�に苦しむことが�か

ったけれど、⼤�の�の前で披露すると�回ものすごい�声で喜んでくれたのがとても�しかった。

FRIENDS OF JAPANとして��した��のイベントは、⼩��でのCULTURAL FESTIVALにて⽇�のブースを
�けて、そこで�前を��で書いたブックマークをプレゼントし、また�り�の�り�を�え、�成品をプ

レゼントするというものだった。�は⼩さいころに��を�っていたので、�前を��で書く担当だった。

��でささっと�前を書いて�すと、⼩�⽣のお�さんだけでなく��さんも⼀�にものすごく喜んでくれ

て�しかった。こうして現地の�々と⽇�の��を�じて�流することで、�まであまり気づけていなかっ

た⽇�の良さに気づくことができ、⽇��であることにとても�りを持てたような気がした。
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<まとめ>
この9か⽉間は、�かったようで�かった。�に��の4か⽉は、�れない��の中で�々な��が立ち向か
ってきていたので、苦しい思いをしていた�時間が�ぎるのも�し�く�じた。友�がなかなかできなかっ

たり、英�でのコミュニケーションに苦労したり、寮⽣活で�の回りのことは何もかも⾃�⼀�でやらなけ

ればならなかったり、授業についていくことや�題をこなすことに必

�になって休みが�く�れなかったり、たくさん⼤�なことがあった。

しかし、そんなたくさんの��をこうして�乗り�えた�だからこそ、

これからどんな��があってもこの留�⽣活を思い�せば乗り�えて

いけるだろうなという⾃�につながった。また、この9か⽉間の留�は
⾃�⾃�と向き�ういいきっかけになったなと�く思う。⽇�にいた

時は、�業��の⾃由時間のほとんどをバイトに�やしていたために、

なかなか⾃�と向き�う時間がなかった。だが、こうして異国の地で

1�で⽣活してみて、⾃�はどういうことが得�で、��にどういうこ
とが苦⼿なのか、⾃�はどういう性�でどんな状況においてどうなり

やすいのかが�に�みてわかったような気がしている。他にも、⾃�

��の��、友�などの周りの�々の�えがどれだけ�にとって⼤切で�かせないものだったのかというこ

とを再�識した。�うまでもなく、�回の留�は、アメリカに�国するまでの�々な⼿�きをサポートして

くれた�々、留�してから�の�い�を�いて励ましてくれた友�や��、�気になった時に⼒を貸してく

れた保���の�など、�々な�の�えがあってこそ�えることができたなと�く思った。��はこの留�

��をどこかで⽣かし、さらに�間として成�していけたらいいなと思う。


